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②-5　4K(など)ソリューション　～”新圧縮コーデック“
高解像度化でデータ量が増えたため、圧縮しないとリアルタイムの収録と保存が厳しい…

その他、ソニーもAVCHD後継に、主に4K用途を想定し“XAVC”という新フォーマットを
F55などと共に発表している
AVCHDの時はパナソニックと共同だったが、今回のXAVCは協賛企業にパナの名無し
今回はソニーの単独のよう

パナソニック

AVCULTRA
用途に応じて圧縮率別にいくつか規格を策定

NABの頃からパナソニックは力を入れて普及させようとしている
普及するか？



②-6　4Kソリューション　～”超解像“

東芝

ソニー

CEATECより

計測技研

下の赤丸で囲んだ持ち運び可能な筐体で

フルHD⇒4Kのリアルタイムアップコンバート可能！

ON/OFFしてみたが、確かに高解像度に見えた
「これのSD⇒HDアップコンバートバージョンないのか？」
という問い合わせが現在多いとのこと

　↑過去のSD解像度ソース映像をHDでも使い回したい
という需要の様だ



③その他　：　GoProなどの小型アクションカムの拡がり
特徴は、広角単焦点レンズに手ぶれ補正に防水ハウジング

iPhone/iPadなどからのWi-Fi越しの操作が可能

GoPro使用例
恐らくバイクのタイヤ近傍に装着した絵

他に、サーフィン、スキューバダイビング、スキー、スノボ、

マウンテンバイク、モータースポーツ分野に熱烈ファンを持つ

Ceatec　ソニーブースより
HDR-AS15

フルHD　広角170°レンズに
超強力電子手ぶれ補正

interBeeに合わせて発表！？
GoPro Hero3 　防水キットの図

この小ささで、￥3～4万で4K15fps動画撮影可能

この他、写真にはないが

Victorからやコンツアーというメーカーからも同コンセプト、同
価格帯の製品登場

しかし、この分野の開拓者であるGoProが高解像度化で頭一
つリード中



気になるであろうブース　その1　～SONY
新発表カメラじゃんじゃん！お得意メモリでの囲い込みしまっせ～

新発表のカメラの動作実

機を含むステージセット

人気のF55
後ろについているのが

“専用”レコーダー

REDを真似てのモジュール型

右上：CineAlta-F65
左中：新発表PMW-F55
右下：NEX-FS700
左下：ソニーブランドのレンズ群

マウントはPL用

人口密度は恐らく

会場中でNo.1

レコーダー

形状はARRIのカメラ
にそっくりというもっぱ

らの評判(笑)



気になるであろうブース　その2　～CANON
セミナーじゃんじゃん！Cinema EOS押し

cinemaEOSによって撮影される映画群

三日間とも

10:00～17:00まで
ブースでの

セミナー予定ギッシリ

人気のセミナーはこんな感じ

スタジオセットあり

写真にはないけど4Kシアターも裏にあり

現役レンズもいっぱい



気になる(かな？)ブース　その3　～NIKON
やっぱり僕は静止画メーカー！とにかくデジ一動画で押すしかない

会場に持ち込まれていたのはD4とD800
モデル撮影ブース

基本的にはこのページ写真3枚のブース構成

Nikonは“EOS movie”に対抗して
“D-Movie”と呼んでいる

ろうそくの炎だけで、暗所性能アピール

セミナー風景

NABでもそうだったが、
やはり動画系イベントではニコンは存在感薄い

この分野では(デジタル一眼レフ分野と異なり)まだ
キヤノンやその他のライバルではない空気

NABの時はレンズを前面にアピールしていたと
思ったが、今回interBeeではそうでもなかったような…



気になるであろうブース　その4　～RED
内弁慶RED

NABでは大きなブース構えるも、interBee(日本)と
IBC(EU)では大人しい　(←力を入れてない！？)

ブースの感じはこんな風

鉄格子風に黒バックという空気感は常に統一

今回のソニーのF55及びF5の発表に合わせて値下げ
されたEpic
他に、最近シュールにも“Epicモノクローム”という、
モノクロ専用機の発表も行って注目を集めていた

Adobeの後ろにひっそりとブース



気になるであろうブース　その5　～ブラックマジックデザイン
本年NABでのシネマカメラ@￥30万(EFマウントモデル)に続き

IBCでマイクロフォーサーズマウントモデルも発表

EFマウントモデル
　さて、マイクロフォーサーズマウント

モデルとどこが違うでしょう？(笑)

マイクロフォーサーズマウントモデル

バックオーダーを抱えまくりの人気の同カ

メラ

しかし、世界中で出荷されている数が

まだかなり少ない模様

初めてのカメラの量産に苦戦している！

？



その他　その1　～raw&Log収録の流れ
カラーグレーディングが熱い！

ブラックマジックデザイン　ブースより　

↑カラーグレーディングソフトのセミナーに人が集まっているの図　おねーちゃんが説明ぼー読みだったことに受けた(笑)

　rawもしくはLogで収録すると、カラーグレーディング(←色調整)が必須となるため、今後、よりメジャーな

存在になっていくことが予想される

　業界で最も支持されているカラーグレーディングソフトと言っても過言ではないダヴィンチだが、

機能制限版の“Lite”は何と“タダ”でダウンロード可能

お金を掛けれる場合、グレーディングは

このトラックボールの様な専用のサーフ

ェス(←コントローラー)によって行う

(別になくても効率が悪いだけで出来ない訳で
はない)



その他　その2　～ここにも時代の流れ
LED照明がcool！

マンフロット　ブースより

小型のデジ一など向け用

東芝ブースより

こんなものまで

高輝度化してきたお陰で、

低消費電力&小型化な
特徴が受けているためと思われる



その他　その3　～動画制作に必須！？
特機も熱い！(最近特に日本製で安くて工夫に富んだ良いものが出て来た)

Libec(平和精機工業)ブースより
スウィフトジブ　と　リモートヘッド

三脚の上に上下回転可能なアームと

その先にカメラコントロール可能な

ヘッドが載っている

撮れる絵は例えばこんな感じ↓

静止画ならまだしも、動画ではこ

の絵は手持ちではまず撮れない

手元はこんな感じ⇒

パン / チルト / ズーム　などの操作が
可能。他社からも多数特機の出品あり



その他　のその他　～High speedも極まれり
4Kで900fps！(連続10秒弱)

FOR.Aと書いて“朋栄”(ほうえい)
実は日本の企業

この様に大々的に宣伝

シアター映像の内容は、基本的には

水しぶきが舞うタイプの映像が主

例えば、イルカが屋外水族舘で芸を

して飛び込んだりしているシーンや、

水上スキーの水しぶきなど

　やっぱこのレベルになってくると、

すぐに思いつくのは水しぶきしかなく

なる！？

(人の動きは300fps程度あれば十分)

4K900fps撮影可能な業務用カメラ

今回の目玉　“FT-ONE”


